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ウダイカンバの個体再生について

片寄 離

Takashi KAT A YOSE Plantlet Regeneration by Tissue Culture 

in Betula mαximowicziαnα 

要旨 推定樹齢初年のウダイカンパの冬芽を外植体として， ホノレモン剤としてNA AO.02~ 

0.2 P P m， B A P 0.02~O.2 P P mを添加したWPM培地で培養し，シュ トを仲長させ，その後

50P P mのIBA溶液に浸し NAAO.02Ppmを添加した 1/2MS培地に移植して発根させ，

幼植物体を再生させた。

1 はじめに

ミズナラ，ウダイカンノ勺ヤチタモ等の北海道産の広葉樹は，優れた加工性，好ましい材の色調等に

より優良材としての価値が両く，銘木市においてもかなりの高値で取り引きされている。これらの広葉

樹の優良木は資源的には年々減少の傾向にあり，とくに，これらの育種素材としての利用や遺伝子の保

存が将来の課題となっている。

育種素材のクロ ン化，個体を対象とした遺伝子の保存は，通常，っき木， さし木等の増殖万法が

般的であるが，対象となる樹種のうち一般的な方法で保存の困難なものが多いことから，組織培養によ

る増殖方法も試みられている。

今凶対象としたウダイカンパについては，組織培養による個体の再生の報告は少なく 6) 同じ科に属す

るシラカンパについては，既に増殖方法が報告されている 3，4列。

2 冬芽からの個体再生

2. 1 材料と方法

供試材料は，林木育種センタ 北海道育種場構内に白生する推定樹齢30年生のウダイカンパ (Betulα

mαXlmOWlCZLαnα)の冬芽を用い，採取時期は 1月中旬から 4月上旬とした。採取後，ただちに切断部

をっき蝋で被い，実験直前まで 40Cの貯蔵庫に保管した。

冬芽の摘出に際しては，冬牙の部分を 5%次亜塩素酸ナトリウム溶液に 5分間浸し，滅菌水で/1<洗後

70%エタノ ル溶液に 1分間浸し，数回滅菌水で水洗を行い消毒した。

クリ ンペンチ内で芽鱗を除ムーした冬芽は，植物ホルモンとして， NAA を0.02~2.0 P P m， B A P 

を0.02~2.0P P mの範囲で添加し， P H5.21こ調整したWPM培地2)(表 1)に置床した。培養条件は，

温度250C，U長16時間， 5，000ルックスとした。
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置床後シュ 卜の伸長した個体は， 50 P P mの lBA溶液に 8分間それらの基部を浸し，滅菌水て、洗

浄後， 0.02 P P mのNAAを添加し，pH5.6tこ調整した無機塩類を 1/2の濃度に改変したMS培地1)

(表1)にさし付け発根を促した。

表 1

COMPON日NTS

NI-LNO， 

Kl¥O:J 

MgSO，・7H，D

KILPO， 

CaCl，・2H，O

K，SO， 

Ca (N03)，. 4II，O 

MnSO，・4II20

ZnSO，.7H，O 

ILB03 

KI 

Na2MuO，'2日正)

CuSO，' 5H，O 

CoCL 

!¥Ja'EDTA 

Fe'EDTA 

FeSO，.7ILO 

Tiaminc HCI 

:¥ icotnic acid 

Priduxine HCI 

Clvcine 

Mvu-lnosito1 

Sucrose 

l¥gar 

2. 2 結果と考察

WPM培地に置床した冬穿は， 1週間後に

葉の展開が認められ(写真1)， 3週間後には

シュ 卜が約3cmに伸長した。添加したホ

ルモン剤のNAAおよびBAPの効果は表 2

に示したとおりである。 NAA， BAPのい

ずれかを添加せずに培養した冬芽は， 21伺体

のうち 2個体のみにシュ トの伸長が認めら

れたが，植物ホルモンを添加した冬芽と比較

して，長さが 1cm前後，争VJ葉も黄色であり，

使用培地の組成
(ppm) 

1/2 MS WPM 

825.0 400.0 

790.0 

185.0 370.0 

自ら.0 170.0 

96.0 

140.0 990.0 

370.0 556.0 

11.15 22.3 

1.3 8.6 

3.1 6.2 

0.415 

0.125 0.25 

0.0125 0.025 

0.0125 

37.35 

2.8 

27.85 

0.1 1.0 

0.5 0.5 

0.5 0.5 

2.0 2.0 

100.0 100.0 

20，000.0 20.000.0 

8.000.0 8.000.0 

Phuto. 1 
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成育が不良であるため発根処理は行わなかった。

表2に示したようにシュ トの伸長に関しては， NAAおよびBAPの植物ホルモン添加が必要でそ

れぞれの濃度は0.02~0.2 p p rnが適しているとと推定される。

さらに，発根については 2 週間後に処理したすべての個体に長さ 3~4crnの根の仲長が認められ

た(写真 2)。

発根に際しては， 50あるいは100p p rnのIBA水溶液に一定時間浸す処理が必要で無処理の場合は発

根した個体が得られなかった。

表2:'¥Jl¥A及びBAP濃度とシ A ートの伸長

(ppm) 

示日空L o 0.02 
。 十

0.02 十

0.2 + 十

2.0 十+

0.2 

十+

十

+ 

2.0 

十

+ 

注 十+ 3伺体のうち2個体以Iでシュートが伸長
十 3個体のうち1伺体でシュー卜が伸長

Photo. 2 発根した状態
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Plantlet Regeneration by Tissue Culture 
in Betulαmαximotuicziαnα 

Summary 

Thc plantlets of BetulαmαXlfnoωlCZIαπαwear generaled from winler buds of about 

30-year-old trees 

Thc explanls wcre sprouted and then grown up cm woody plant mcdium containing 

from 0.02 to 0.2 ppm of NAA and 0.02 to 0.2 ppm of I3AP 

After dipping the basal part of shoot in 50 ppm IBA solutoin， thc shoot was rootcd 

on l'vlS mcdium lhat mincral saltswere deducted to half c 口nccntration，containing 0.02 

ppm of NAA 
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